
多古中央病院から

いった急な依頼もあります
が、すぐに対処するよう心
掛けています。
　電気工事は高所での作業
はもちろん、天井裏や床下
など暗い場所にもぐって行うことも多くあります。作業
が終わった後、お客様から「明るくなった」「ありがとう」
という一言をいただくと、とてもうれしく感じます。
　最近の電化製品は次から次へと新製品が出回り、時代
の流れはとても早いと感じます。お客様の意に沿うよう
に対応することが少しずつ困難になってきたような気が
しますが、お客様のニーズに応えることができるよう、
電気を使用する立場に立って考え、少しでも使い勝手が
良くなるように努めています。
　テレビの地上デジタル放送への移行期限まで残り数カ
月となりました。間近になると工事の混雑が予想されま
すので、余裕を持った対応をお願いします。

快適な暮らしをサポートします

電気工事屋さんの一日
紹介者：髙木四郎さん、ふみ子さん
　　　　（御料地）

取材協力 : 高木電気商会

　私が電気工事業を営むようになったのは、今から33
年前。川崎市などの電気関連企業に7年、地元に戻り個
人事業者の下で8年勤めた後、昭和53年3月に開業し
ました。現在は妻と一緒に現場へ出ることが多く、1人
で作業することが困難な時などは、とても助かります。
　住宅用火災警報器の設置が義務付けられてからは、依
頼のあった住宅への設置を集中的に行っています。ま
た、今年の7月にテレビがアナログ放送から地上デジタ
ル放送へ完全移行することに伴うアンテナ工事、夏季
に集中するエアコンの設置工事のほか、各地区の街灯
の修理や清掃なども行っています。時には出先で 「最近 
ブレーカーがよく落ちるので、ちょっと見てほしい」 と

注つ
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最
近
テ
レ
ビ
で
は
、
し
き
り
に「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
」の
Ｃ
Ｍ
が
放
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
た

め
に
は
、
医
薬
品
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
と

理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

　

医
薬
品
は
、
開
発
し
て
販
売
す
る
ま
で
に

多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

特
許
に
よ
っ
て
他
社
が
ま
ね
を
し
て
作
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発

売
当
初
の
新
薬
は「
先
発
品
」と
呼
ば
れ
、
値

段
は
高
く
、
独
占
的
に
販
売
さ
れ
、

そ
の
後
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
価
格
が
下
が
っ
て
き

ま
す
。
特
許
期
間
が
終
了
す
る

と
売
れ
る
薬
は
他
社
が
参
入

し
て
き
ま
す
が
、
そ
の
薬
を

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」ま
た

は「
後
発
品
」と
呼
び
、
価
格
は

新
薬
よ
り
も
安
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

薬
の
値
段
は
製
薬
会
社
が
一
方
的
に
付
け

る
こ
と
は
で
き
ず
、
厚
生
労
働
省
と
の
協
議

で
決
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
先

発
品
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
価
格
差
は

大
き
く
、
医
療
費
負
担
を
考
え
る
と
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
家
計
を
助
け
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
し
、
医
療
費
を
助
成
す
る
保
険

の
負
担
も
減
り
ま
す
。

　

実
際
の
流
れ
は
、
新
し
い
血
圧
の
薬
が
発

売
さ
れ
た
と
し
て
、
10
年
程
度
経
過
す
る
と

ほ
ぼ
同
じ
成
分
で
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
登
場
し
て
き
ま
す
。「
ほ
ぼ
」と
い
う
の

は
、
薬
効
成
分
は
同
じ
で
も
、
薬
を
固
め
る
た

め
に
使
っ
て
い
る
材
料
が
違
う
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

多
古
町
の
高
齢
者
の
割
合
は
増
加
し
続
け
て

い
て
、
町
の
国
民
健
康
保
険
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
も
ず
い
ぶ
ん
上

が
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
利
用
を
進
め
て
い
く
と
、
家
計
の
負

担
も
保
険
料
の
負
担
も
減
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、
医
師
か
薬
剤
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
院
便
り
】

　

多
古
中
央
病
院
の
受
付
時
間

は
、
午
前
11
時
30
分
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
急
患
に
限
り
時
間
外

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
設
備
と

人
員
の
関
係
上
、適
切
な
医
療
機
関
へ

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

近
隣
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
で

当
院
を
受
診
す
る
際
に
は
、
お
薬
手
帳
な
ど
投

薬
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
』

文
／
国
保
多
古
中
央
病
院
　
内
科
　
宇
都
宮
隆
法  

　ジェネリック医薬
品が体に合わないと
感じたら、先発品に
戻したり、他の製品
に変えることもでき
ますよ。

奨学資金貸付制度のお知らせ

高校生から大学生までを対象とした町の『奨学資金貸付制度』。

申請に必要な書類は、総務課窓口に用意してあります。

詳細は次のとおりですので、お気軽にご相談ください。

■貸付対象者
　高等学校・高等専門学校・短期大学・大学に在学中

または入学が決定した方（専門学校は対象外）で、次の

要件をすべて満たす方

●在籍学校長または出身学校長が推薦した方

●貸付対象者本人または保護者が、多古町に1年以上　

住所を有している方

●経済的な理由により修学が困難な方

●学業に優れ、性行正しく健康な方
　★成績基準…全教科の平均が5段階評価で3.0以上

お問い合わせ●総務課庶務係　☎76-2611

■申請期間
２月１日（火）～３月３１日（木）

■貸付金額
●高等学校・高等専門学校………月額 2万円以内

●短期大学・大学…………………月額 3万円以内

　※ 申請期間外に貸し付けを希望する場合は、その 
都度ご相談ください。なお、申請には連帯保証人 

（2人）が必要となります。連帯保証人の印鑑登録証
明書を添付の上、申請してください。

■貸付条件
●貸付利息……免除

●貸付期間…… 決定のあった月から、その学校にお

ける正規の修学期間を終了するまで

●返還方法…… 貸し付けが終了した月より6カ月

経過後（3月卒業の場合は10月）か

ら、在学中に貸し付けを受けた年

月の2倍に相当する期間内に、月賦 

または半年賦により返還

★年収・所得の上限額（4人世帯の場合・世帯の総収入）

給与所得世帯

【源泉徴収票の「支払金額」】

給与所得以外の世帯

【確定申告書等の「所得金額」】

789万円 329万円

※上限額は目安。世帯の人数・事情により異なります。
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